
新
年
度
予
算
案
の
一
般
会
計

の
予
算
規
模
は
６
０
０
７
億
１

７
０
０
万
円
で
、
10
年
度
当
初

予
算
比
０･

１
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

吉
村
美
栄
子
知
事
は
、
提
案

説
明
の
中
で
、
当
初
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
、「
県
政
運
営
の
５

本
柱
」
と
し
て
、
①
「
医
療･

福

祉･

子
育
て
支
援
等
の
充
実
」
、

②
「
地
域
産
業
の
振
興･

活
性
化
」、

③
「
農
林
水
産
業
の
再
生
」、
④「

教
育･

人
づ
く
り
の
充
実
」、

⑤
「
県
土
環
境
の
保
全･

創

造･

活
用
」
を
あ
げ
ま
し
た
。

■
く
ら
し
支
え
る
事
業
は

①
「
医
療･

福
祉･

子
育
て
支

援
等
の
充
実
」
の
内
容
と
し
て
、

▽
市
町
村
が
行
う
子
宮
頸
が
ん

等
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
県

単
独
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施
、

▽
２
人
以
上
の
子
ど
も
、
い
わ

ゆ
る
多
子
世
帯
の
保
育
料
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
の
助
成
の

拡
充
、
▽
年
度
途
中
で
も
低
年

齢
児
が
保
育
施
設
に
円
滑
に
入

所
で
き
る
よ
う
受
け
入
れ
促
進

の
た
め
の
新
た
な
助
成
―
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
「
農
林
水
産
業
の
再
生
」

で
は
、
農
業
産
出
額
の
増
大
を

目
指
し
、
好
評
の
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
型
支
援
の
助
成
規
模
を
拡

充
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

④
「
教
育･

人
づ
く
り
の
充
実
」

で
は
、
▽
少
人
数
学
級
「
さ
ん

さ
ん
プ
ラ
ン
」
の
対
象
を
中
学

校
全
学
年
に
拡
大
、
▽
私
立
高

校
の
一
般
補
助
金
の
補
助
率
を

45･

５
％
か
ら
47
％
に
引
き
上
げ

る
、
▽
県
の
授
業
料
軽
減
補
助

に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
世
帯
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県議会２月定例会が開会

お
茶
の
間
懇
談
会

で
よ
く
話
題
に
な
る

の
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
話
で
す
。

―
「
山
形
の
米
や

農
産
物
つ
く
る
人
い

な
く
な
る
べ
」

―
「
自
分
の
国
の

食
糧
を
外
国
に
任
せ

る
な
ん
て
お
か
し
い
」

農
産
県
山
形
の
人

は
、
そ
れ
だ
け
で
も

不
安
を
口
に
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
業
分
野
だ
け
で

は
な
く
、
雇
用
や
医
療
保
険
な

ど
国
民
生
活
の
広
い
分
野
に
悪

影
響
が
及
ぶ
こ
と
、
ア
メ
リ
カ

の
圧
力
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
話

が
出
る
と
、
目
を

丸
く
し
て
「
は
ぁ
ー
」

と
び
っ
く
り
す
る

人
も
…
。

地
方
議
会
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
に
反
対
、
あ
る
い
は
慎

重
に
、
の
意
見
書
が
7
割
を
超

え
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、

内
容
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ

て
、
反
対
の
声
が
大
き
く
な
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

18
日
に
は
、
国
民
大
運
動
実

行
委
員
会
に
よ
る
街
頭
宣
伝
・

署
名
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

食
べ
も
の(

Ｔ)

が
パ
ー(

Ｐ)

に
な
る
プ
ラ
ン(

Ｐ)

、
と
っ
て

も(

Ｔ)

ピ
ン
チ
な(

Ｐ)

プ
ラ
ン

(

Ｐ)

に
は
、
反
対
の
声
を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ＴＰＰ交渉って何だ？

県民生活守る予算に

２０１１年２月２７日

１月28日、県社会保障推進協議会の「社

会保障の充実を求める要請」に同席し、懇

談しました(写真)。

内容は、国民健康保険や県単独医療費助

成制度に関する要望です。

このなかで、対応した県当局は、「当初

予算の概算要求で『在宅酸素療法者支援事

業』として、呼吸機能障がい者の酸素濃縮

器使用に関わる電気料金の一部助成として

５００万円を計上した」と述べました。

県独自の電気料助成は社保協が以前から

繰り返し要望し、共産党県議団も議会質問

や県予算要望で何度も求めてきたものです。

県民会館で20日、市田忠義書記局長を迎えて

の演説会が開催されました。

いっせい地方選･中間地方選の候補者が紹介

され、笹山一夫県議団長と私･渡辺ゆり子も、
４月の県議選に向けてのあいさつと決意表明を

行いました。

及
び
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

の
補
助
単
価
を
上
乗
せ
す
る
―

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
声
を

届
け
て
が
ん
ば
り
ま
す

「
５
本
柱
」
に
加
え
、「
県
民

協
同･

地
域
の
支
え
合
い
の
推

進
」
と
し
て
、「
新
し
い
公
共
」

の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
の

促
進
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
当
面
す
る
最
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
景
気･

雇
用

対
策
」
に
つ
い
て
、
住
宅
産
業

の
経
済
波
及
効
果
の
高
さ
に
鑑

み
、
県
独
自
の
景
気･

雇
用
対

策
と
し
て
、
①
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
へ
の
支
援
、
②
新
築
住
宅
へ

の
支
援
、
③
住
宅
関
連
産
業･

技
術
者
へ
の
支
援
、
を
３
本
柱

と
し
た
総
合
的
な
住
宅
対
策
を

市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
実
施

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
議
案
で
は
、
暴
力

団
排
除
条
例
の
制
定
な
ど
２
０

１
１
年
度
案
件
が
44
件
、
今
年

度
補
正
予
算
案
な
ど
２
０
１
０

年
度
案
件
が
26
件
で
、
合
わ
せ

て
70
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
県

民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

声
を
代
弁
し
、
県
民
要
求
実
現

と
県
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
役

割
を
果
た
す
た
め
、
力
を
尽
く

し
ま
す
。

21
日
、
２
０
１
１
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
県
議
会

２
月
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。
３
月
16
日
ま
で
の
日
程
で

す
。
予
算
案
の
概
要
と
特
徴
的
な
事
業
を
お
伝
え
し
ま
す
。

社保協、県議団の運動実る

在宅酸素療法患者へ

電気料一部助成

市
田

書
記
局
長

迎
え
演

説
会
開

催

ゆ
り
子

の
視
点


